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法土会報

都市環境デザイン工学科　教室からの報告　『コロナ禍における授業・実習状況』
都市環境デザイン工学科　学科主任　教授 酒　井　久　和

　今後は同窓会活動も陰ながら
支援していくつもりでしたが、
中村前会長から引き継ぎ、2020
年4月より会長に就任しました宮
下です。どうぞよろしくお願い
申し上げます。
　残念ながらコロナ禍でリアル
な活動はほとんどできない状況
が続いていますが、担当理事の

入念な準備により10月にリモートで学生と卒業生との意見
交換会（キャリアデザイン研究２）を実施することができ
ました。法土会のメイン事業の一つが実施できたことは幸
いでした。
　中村前会長のもと、更なる同窓会活動の活性化に向けて
若手や女性の参加を促すことを目的にした活性化企画委員
会が発足し、少しずつではありますが着実に歩みだしてお
ります。これらの活動は今後も引き続きより推進していく
予定です。
　「SDGｓ」の文字を毎日のように目にします。世の中全て
のものを持続可能なものにしていくことがこれからの課題
であり、近年の同窓会離れを考慮すると同窓会活動も持続
可能性を追求していく必要性があります。
　法土会としての課題では、同窓会活動を主に担っていた
だいている同窓生は工学部土木工学科（小金井校舎）出身
がほとんどですが、市ヶ谷に移転して10年以上経過してデ

ザイン工学部都市環境デザイン工学科出身の同窓生も増
え、今後の同窓会活動を持続可能にするためには都市環境
デザイン工学科出身者とのバトンの受け渡しをスムーズに
する方法を確立する必要があることは論を待たないと思い
ます。どのような施策が有効であるかを任期中に皆様と相
談しながら方向性を示すことが私の最重要な課題であると
考えております。
コロナ禍の後の都市や大学の在り方も変わっていくと思

いますが、大学の役割は今後もまちのシンボルであり、コ
ミュニケーションの拠点であり続ける限り、これを支援す
る同窓生の役割も不変であると思います。
　市ヶ谷展開により学生は大学生活を色々な面で満喫して
いるように思われますが、「文系就職」などという言葉を発
する学生も少しずつ増えてきていることが気になっていま
す。コロナ後のまちづくりや近年の災害を考慮すると土木
技術者の役割はますます高まっていると思われ、先生方と
共に同窓生としても学生に土木の魅力を伝えていく必要が
重要な役割だと考えます。
　土木業界も大変大きな業界でありますが、技術者の交流
を考えると何処かで繋がっている密な組織のように思えま
す。会社などの所属組織や業界のみでなく、同窓会を第
三、第四の居場所として同窓生に気軽に活用する場所とし
て提供できないかと思います。同窓生の皆様の忌憚のない
ご意見とご支援を今後ともよろしくお願いいたします。

　今年度、新しく山本佳士准教
授をお迎えしました。COVID-19
のために歓迎会も実施できず、
７月初旬の大学院入試における
面接で初めて対面された先生方
もいらっしゃいました。学科の
新入生は82名、そのうち24名が
女性で約３割と例年にない男女
比になっています。授業は、実
験・演習などを除いて遠隔授業

を実施せざるを得ず、対面授業は夏休みに集中で実施しま
した。外国人留学生のなかには入国できずに対面授業を受
けることができない学生もいます。また、レポートが課せ
られた授業が多数あり、学生から不満が多く寄せられてい
ますが、一部にはこれまでで一番勉強し、成長できたとい
う声もあるようです。10月初旬にはキャリアデザインセミ
ナーで就職サポートを法土会に行っていただきました。学
生たちも進路について大変参考になったようです。ありが
とうございました。今後とも卒業生の皆様からの温かいご
支援を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

http://civil.ws.hosei.ac.jp/wp/shinro_tokuchou/
alumni_association

法政大学　デザイン工学部
都市環境デザイン工学科 同窓会（法土会）ホームページ

http://133.25.196.100/joomla3201/index.php法政大学　理系同窓会ホームページ

https://civil.ws.hosei.ac.jp/wp/shinro_tokuchou/
alumni_association

法政大学　デザイン工学部
都市環境デザイン工学科 同窓会（法土会）ホームページ

http://133.25.196.100/joomla3605/index.php法政大学　理系同窓会ホームページ
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研究室紹介

　今年度より藤山先生の後任として本学に着
任いたしました山本と申します。出身は愛知
県豊田市で、名古屋大学の博士前期課程を修
了した後、防衛大学校建設環境工学科で10
年、名古屋大学大学院土木工学専攻で６年、
教育と研究に従事してきました。研究は、地
震、衝撃、火災等、各種作用を受けるコンク
リート構造物の劣化・破壊シミュレーション
手法の開発、開発手法を用いた既設構造およ
び新工法技術の安全性評価、深層学習とシ
ミュレーションデータを活用した非破壊検査
技術の高度化・効率化に関する研究等に取り
組んできました。
　本研究室は今年度９月に学部３年生７名が

配属されてスタートしたところで、現在は、
プログラミング技術や数値解析理論に関する
ゼミを実施して研究の前段階の基礎作りをし
ています。今後は従来行ってきた研究を軸と
し、数値シミュレーション、機械学習、その
他データサイエンス技術を駆使して、インフ
ラの強靭化と土木分野の生産性向上を目的と
した研究に取り組んで参ります。コロナ禍の
影響もあって、社会はこれから劇的に変化し
ていくと予想されますが、新しい時代に対応
したより良い大学教育・研究のあり方を追求
し本学科のために精進して参ります。今後と
も同窓会の皆様のお力添えをよろしくお願い
申し上げます。

都市環境デザイン工学科
准教授 山 本　佳 士

都市環境デザイン工学科　教室からの報告　『就職・進学状況』
都市環境デザイン工学科　准教授 内　田　大　介

　2018年度に就職担当であった宮下会長の見
習いを務め、昨年度（2019年度）から正式に
学科の就職担当となりました。今後ともよろ
しくお願いします。
　就職・進学状況につきまして、2019年度卒
業生は大学院へ20%程度進学し、公務員、ゼ
ネコンへ15%程度、コンサルタントへ10%程度
が就職しました。今年度につきましては、
COVID-19の影響もあり内定確定がやや遅れて
いましたが、現状、大学院、公務員の割合は
昨年と同程度で、ゼネコンが減り、コンサル
タントやI T関連が増加傾向にあります。ま

た、早くもCOVID-19の影響を受けたのか、文
系就職も含めた土木分野以外への内定者が少
なくなっています。なお、ゼネコンの減少傾
向については、１都３県出身で自宅から通う
学生が学科全体で８割近くとなっており、地
元志向から転勤を希望しない学生が増えてい
ることも理由の一つだと思われます。
　大学へ訪問頂いているOB、OGの方々から
の情報では、次年度も採用人数は変わらない
ということですが、いつまでも就職の好況が
続くとは限りませんので、今後ともご支援、
よろしくお願いいたします。

コンクリート構造物の地震解析

熱伝導解析と蒸気圧移動解析 破壊シミュレーション
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新役員の紹介
2020年度～ 2022年度の法土会役員を紹介します。どうぞよろしくお願いいたします。
なお、本役員は2020年３月にメール開催の法土会幹事会により選出されました。

【会長】（新任）

宮下清栄
①1980年３月院修了
②元法政大学
③総括

【相談役】

中村　徹
①1978年３月卒
② ㈱共生
③相談役

【監事】

大鹿順司
①1979年３月卒
② 伊藤忠テクノ
　ソリューションズ㈱
③支援班

【監事】

蛭川愛志
①1984年３月卒
②みらい建設工業㈱
③支援班
④ 人間味を感じる同窓会をめ
ざします。

【副会長】

伊東　賢
①1981年３月卒
② ㈱片平エンジニアリング・
インターナショナル

③活性化企画担当
④ 同窓会生同士の連携を軸に、
会の活性化を目指します。

　よろしくお願いします。

【副会長】

山川宏明
①1984年３月卒
②西武建設㈱
③広報・会報担当
④ コロナという異例の環境の
中、活性化に向け頑張りま
す。

【副会長】

上木泰裕
①1987年３月院修了
②鹿島建設㈱
③社会工学セミナー担当
④ 卒業生と教室・学生との交
流をより深められればと思
う。

【副会長】（新任）

山田　誉
①1991年３月卒
②大田区まちづくり推進部
③学生との意見交換会担当
④ 学生からいつでも相談され
るような法土会を目指しま
す。

【理事】

北條幸雄
①1982年３月卒
②法政大学
③事務局担当
④ コロナの影響もあり、ほ
ぼ毎日が日曜です。

【理事】（新任）

小野義之
①1985年３月卒
②㈱地盤調査事務所
③活性化企画担当
④ 母校の学生に役立てるよう
に微力ながら取り組みたい
と思います。

【理事】

三村　卓
①1996年３月院修了
②西武建設㈱
③事務局担当
④ 卒業生の輪を大切に事務局
運営を進めてゆきます。

【理事】

黒川信子
①1997年３月院修了
②日本工営㈱
③活性化企画担当
④ 女性がもっと同窓会に参加
できる場を作りたいです。

【理事】（新任）

内田大介
①1998年３月院修了
②法政大学
③支援班
④ 教室とのパイプ役として精
一杯努めてまいります。

【理事】

高橋　寛
①1998年３月院修了
②㈱大林組
③意見交換会担当
④ 理事会の自称ムードメー
カー、司会進行はお任せあ
れ。

【理事】

坂田　聡
①1997年３月卒
②東京地下鉄㈱
③社会工学セミナー担当
④ 学生をいかに力強くするか
に主眼を置いて頑張ります。

【理事】

辻　裕樹
①1999年３月院修了
②東京都
③広報・会報担当
④ ８月に八丈島から帰還しま
した。

【理事】

小宮　勲
①1998年３月卒
②㈱復建エンジニヤリング
③意見交換会担当
④ 皆さんのお役にたてられる
よう頑張ります。

【理事】

山田啓介
①2002年３月院修了
②東日本旅客鉄道㈱
③社会工学セミナー担当
④ 学生との交流を大事にしま
す。

【理事】（新任）

平澤江梨
①2008年３月院修了
②前田建設工業㈱
③活性化企画担当
④ 本年度から参加させて頂く
ことになりました。宜しく
お願い致します。

【理事】（新任）

加藤　哲
①2010年３月院修了
②八千代エンジニヤリング㈱
③広報・会報担当
④ 学生と先輩たちの架け橋と
なれるよう尽力します。

【理事】（新任）

米津　愛
①2015年３月卒
②㈱安藤・間
③活性化企画担当
④ 今年度から理事に加わりま
した！宜しくお願い致しま
す。

【役職】

氏　名
①卒月年/修了年月
②所属
③担当
④ひと言メッセージ
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会報編集委員のページ

卒業生と学生の意見交換会は、これから就職活動を迎える
学部３年生および修士１年生を対象として、「就職活動や進
学」について考えるきっかけ作りとして、大学と法土会とが
共催で毎年開催しており、今回で９回目となりました。これ
までは卒業生と学生が大学に集まって開催してきましたが、
今年は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から初めて
Zoomを使ったリモートでの開催としました。
平日開催であったにも関わらず、建設業 12 社、コンサル

タント 11社、官公庁関連５団体、その他企業 10社から、総

勢 40 名超の卒業生に参加していただきました。内容は、第
一部：社会に出て数年の卒業生４人と内定者１名の５名によ
るパネルディスカッション、第二部：Zoomに各社ブレイク
アウトルーム（少人数のミーティング部屋）を作っての意見
交換会、の二部構成としました。両面から非常に有意義であっ
たとの感想を得られ、今後も学生の就職活動の貴重な機会と
してもらえるよう継続開催したいと考えています。

（理事：高橋　寛）

　皆さん、コロナ禍の新しい生活様式には慣れましたでしょ
うか。つい先日、小学１年生の娘の授業参観に行ってきま
した。驚いたことに、一斉休校中のオンライン授業で導入
されたタブレット端末を使った授業が休校解除後の現在も
続けられており、教科書と同じように学習のツールとして
定着していました。“with コロナ”の生活に素早く順応して
いる子供たち。私もweb 会議へのリモートアクセスにアタ
フタしている場合ではないと痛感しました。
 （理事：加藤　哲）

編集後記
　各ページにも触れられているように、2020 年は新型コロ
ナ一色で過ぎようとしています。普段の生活、勤務状況な
ど考え直される日々です。
　2021 年は、よりよい社会となるよう、精進してゆきたい
と思います。また、同窓会活動の形態も変わってゆくかも
しれませんが、卒業生の皆さまも健康に留意されるようお
願いいたします。 （副会長：山川宏明）

　東京都に入って約 20 年、八丈島で離島勤務を経験しまし
た。赴任期間の中で、管内のもう一つの離島である青ヶ島
が忘れられません。青ヶ島へのアクセスは、八丈島から９
人の乗りで予約が取れないヘリ、もしくはすぐ欠航する船
という、とても行きにくい島です。
　世界的に珍しい二重カルデラの火山島で、これを見に行
くだけでも価値がありますが、要塞化した港、山肌にへば
りつく道路、法枠など、大自然と土木インフラを一度に凝
縮して堪能できます。お時間にゆとりがあれば是非一度お
すすめします！ （理事：辻　裕樹）

高橋理事による司会進行状況

サテライト本部（小金井校舎）の様子

リモート画面（酒井教授挨拶）

キャリアデザインセミナー
「第９回卒業生と学生との意見交換会」の開催報告


